














Ⅰ.はじめに 

IgA 単独欠損症(Selective IgA deficiency,IgA 単欠症)は原発性免疫不全症のなかで最も

頻度の高いものである。本症は各種疾患を随伴するが,健常人とみられるものにも認められ

る。したがって本症は随伴疾患の発生病理の解明に重要な手掛りを与えるのみならず,腸管

,気道などの分泌系免疫組織の選択的脱落を伴うので,局所免疫の諸問題を検討するに当っ

て必須の研究対象でもある。このような特徴をもつ結果として,本症は非溶血性,非感染性

の輸血反応,とくに抗 IgA 抗体による重篤な反応(anaphy lactic reaction)をきたすこと

がある。抗 IgA 抗体陽性の IgA単欠症例に輸血を行う場合,かかる輸血反応を避けるために

は IgA 欠損血液の輸血が必要である。 

著者らは,早くから本邦人の IgA 単欠症の頻度の分析結果について学会発表してきた。本症

の登録制度の確立のために,最近までの追跡結果も考慮に入れながら,病院患者と供血者に

ついて,本邦人の IgA単欠症の頻度と欧米白人のそれぞれの場合を比較検討し,さらに本症

における輸血との関連で,抗 1gA 抗体に関して論ずることにしたい。 


